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プログラム
①ルール説明
Ⅰ 競技ルール
Ⅱ 装備ルール
Ⅲ ⾃然保護に関するルール

②参加受付・駐⾞場について

③コース概要
Ⅰ ショートコース 228名
Ⅱ ミドルコース 177名

④⼤会の特徴
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■2025年からコースが変更に
なり、関門の場所・時刻が変
更になっています。

①-Ⅰ 競技ルール
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①-Ⅰ 競技ルール
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①-Ⅰ 競技ルール
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①-Ⅱ 装備ルール 受付時に確認します。

6※⾃然保護のためストックの使⽤は禁⽌です。
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①-Ⅱ 装備ルール
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①-Ⅱ 装備ルール
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①-Ⅲ ⾃然保護に関するルール
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アウトドアの⼤原則：Leave No Trace



② 参加受付・駐⾞場について

受付会場：ひるぜんベアバレースキー場（岡⼭県真庭市蒜⼭本茅部644-105）
前⽇10⽉25⽇（⼟）13:00〜17:00
当⽇10⽉26⽇（⽇）5:30〜 各コーススタートセレモニー前まで

持参するもの
１．エントリーの際に番号を届けた携帯電話・スマートフォン
２．必携装備品

選⼿受付の流れ
必携品チェック受付にて、
「参加コース」「お名前」「ゼッケン番号」を申告してください。

↓
担当の指⽰に従って、装備品を⾒せてください。

↓
参加者受付に移動し、
「ナンバーカード」「参加記念品」等を受け取ってください
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② 参加受付・駐⾞場について
-1-メイン会場 ＜スタート・ゴール・マルシェ＞
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③コース注意点
（ショート・ロング共通）

①スタートから、林道三平⼊り⼝まではロー
ドで、遊歩道へ⼊る
②林道に出たら三平⼭登⼭⼝へ。⽴哨の誘導
に従って登⼭道へ（登⼭⼝にWCあり）
③登⼭道中ほどからの⼟塁上は路肩通⾏禁⽌
（看板かマーシャルに従う）
④三平⼭頂上から歩⾏指定区間（看板かマー
シャルに従う）
⑤⽳ヶ乢への急下降部にはロープが設置、無
理な追い越しは事故に繋がるので注意⚠
⑥⽳ヶ乢（⽴哨あり）から急登200m
⑦朝鍋登⼭道分岐（⽴哨あり）を過ぎたらA1
朝鍋エイド（WC）。
ショートはここで折り返し、先ほどの分岐を
下⼭道へ⽊段道を林道まで降り林道をゴール
に向かう

●三平⼭登⼭⼝
●林道三平⼊り⼝

●朝鍋登⼭道分岐

●⽳が乢

三平⼭⼭頂●

②
③

④

⑤

⑥

⑦
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③コース注意点
（ロング）

⑧A1朝鍋から⾦ヶ⾕分岐（看板に従い右へ）を経
て⽩⾺⼭まではアップダウンのある主稜線が続き
（6km）、⽩⾺⼭から⼀気に下降してA2⽥浪エイド
⑨ A2⽥浪からはロード（４km）で、不動滝へ遊歩
道を通りロード200mで作業林道へ。林道２kmで
WCを通過して笠杖登⼭道へ。
⑩笠杖⼭頂上まで標⾼差500mの急登
⑪笠杖稜線を２km⾛り広い鞍部から降り、A3⾦ヶ
⾕登⼭⼝エイドへ
⑫A3⾦ヶ⾕登⼭⼝から標⾼差300mで主稜線に合流、
A1朝鍋エイドに戻る
⑬A1朝鍋エイドからブナの稜線を戻り、最後の急
下降で⽳ヶ乢（⽴哨あり）から林道へ出てゴールへ

●笠杖登⼭⼝（ｗ
ｃ）

●⾦ヶ⾕分岐

●笠杖山頂

●不動滝

⽩⾺⼭●

⑧

⑧

⑨

⑩

⑪

●⽳が乢
復路

往路

往路

復路

⑫

⑬



【注意点】
A2（⽥浪ｷｬﾝﾌﾟ場） 関⾨１1：3０（4時間30分）

■16時以降は1⼈で⾛⾏せず、必ず複数⼈で⾛⾏してください。ヘッドライト必須。
■A3⾦ケ⾕登⼭⼝→⽳が乢→三平林道までは、尾根や⼭道で、まったく明かりがあ
りません。転倒しやすいところもあり、気温も急に下がるため危険です。
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③ロングコース(39km)



最後に

ボランティア
ボランティアと地元の協⼒という⼟台の上で、遊んでいるランナー
ランナーの頑張りと笑顔が、地元とボランティアに感動を与えてくれる

さまざまな⾃然や、
それにつながる⻑年にわたって守られてきた伝統。
これらを体験し、それらを守る活動に、理解と⽀援を！
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